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この著作物は著作権法によって保護されています／ This content is protected by the Japanese Copyright Act 

0.　はじめに

本稿では，カスティーリャ王アルフォンソ 10 世（在 1252-84）の名が付された作品のうち，

ガリシア＝ポルトガル語でつくられた「世俗古謡」（cantigas profanas，Juan Paredes による呼

称）について論じる。アルフォンソ 10 世は，父フェルナンド 3 世（在 1217-52）から継承し

た理念に基づいて，俗語であるカスティーリャ語による国内用公文書作成を制度化し，同時に

俗語を用いた文芸活動も保護推進して，国を律するための書記言語としての地位を俗語に与え

た。そのためアルフォンソ 10 世は「賢王（el Sabio）」と称され，カスティーリャ語の言語史

や文学史ではしばしば「カスティーリャ語散文の創造者」と呼ばれる。

アルフォンソ 10 世は韻文作品も俗語（ガリシア＝ポルトガル語）で編纂させたが，そのう

ち『聖母マリアの古謡集』（Cantigas de Santa María, 1260-65 および 1270-83，以下，“CSM”）1）

に関する研究が膨大な数にのぼるのに対し，世俗的テーマの「世俗古謡」2）はあまり顧みられ

ていない。その理由は，CSM は 400 を超える詩から成る大部の詩歌集であること，豪華な楽

譜や挿絵が付され保存状態も良い写本が複数存在することなどである 3）。これとは対照的にア

ルフォンソ 10 世作とされる「世俗古謡」は，ポルトガルその他にいくつか現存するガリシア

＝ポルトガル語の詩歌集（cancioneiro）のごく一部を占める 40 余りの短い詩で，写本も文字

のみによる簡素なテクストである。このようにテクストの量的・質的差異が大きいことやテー

マが二極的であることから，CSM と「世俗古謡」の統合的研究も進んでいない。本稿では「世

1）　CSMからの引用に際してはCastalia刊Walter Mettmann版（1986, 88 y 89）を用いFidalgo Francisco

のカスティーリャ語訳も参照する。原典の頁は注では示さない。
2）　「世俗古謡」からの引用に際しては，Castalia Juan Paredes版（2010）を用い，原典の頁は注では示

さない。
3）　CSMをはじめとするアルフォンソ 10 世関連作品の写本については，瀧本，黒田，押尾，久米，鎌

田（2022: 84-91）。

カスティーリャ王アルフォンソ 10 世賢王の 

「世俗古謡」

瀧本佳容子
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俗古謡」と CSMを関連づけつつ，これら 2作品をアルフォンソ 10世関連作品群の中にどう

位置づけ論ずるべきかを検討する。

1.　アルフォンソ 10 世の治世と文芸推進策：散文作品と韻文作品

フェルナンド 3世は 13世紀前半の「大レコンキスタ」を推進してカスティーリャ王国の版

図を拡大し，1029年にナバーラ王サンチョ 3世（在 1000-35）がカスティーリャ伯領を継承し

てから複雑な分離統合を繰り返したレオン王国とカスティーリャ王国の最終的統合を 1230年

に達成した。この二つの新しい政治的条件を備え，キリスト教，イスラーム教，ユダヤ教の三

教徒が微妙な均衡と緊張のもと共存する領土を父から受け継いだアルフォンソ 10世には，刷

新的政治を行って社会を再編して型を与え，君主の新しい範を示すことが求められた。アルフ

ォンソ 10世は，レコンキスタを最低限維持しつつ疲弊した経済を再建し，法律・政治組織を

整備して国政の基盤を再構築するという政治課題を解決するために，国王行政機関の整備，王

国議会開催の定期化，貴族への奢侈禁止令，移動牧畜業者組合の全国組織化をはじめとする改

革を実行した。対外的にもっとも顕著な活動は，神聖ローマ皇帝即位を試みたこと（「帝国事

業」），イングランド王ヘンリー 3世（在 1216-72）と協約を交わして北アフリカへの共同進出

を企図したこと（「アフリカ事業」）である。このような諸政策は野心的で急進的な王権強化策

だったため，反対派貴族やアンダルシーア地方のムデハルが数度にわたって反乱を起こした

（前者は 1252年，1272年，および 1275年，後者は 1262-64年）。王太子フェルナンドが死去

した晩年には，王位継承をめぐって次男サンチョと対立し，実弟をはじめとする反対派貴族に

反乱を起こされ，さらには議会も反発したためセビーリャに逃れ，そこで薨去した。為政者と

してのアルフォンソ 10世に対しては後世にも下のような厳しい評価を下した歴史家がいた 4）。

何ゆえにアルフォンソ王陛下が「賢王」の名を得たのか，また，何ゆえにそれを失ったの

か。この人は，その記憶が賢王との異名と共にかくも賞賛された，かのアルフォンソ王陛

下である。そして，その異名を得たのが，天文学という科学に身を捧げ，天の動きや星座

や惑星の運行や位置についてかくも豊富な知識を持ち，また，王の時代まで存続した古の

ゴート法にとって代わった法律の書物編纂を命じ，そして自由学芸を大いに奨励したこと

によるとすれば，その異名を失ったのは，自らの王国において行った悪政，ならびに，国

事および重要事を治めるにあたっての不安定さによってであった。

 （ヘロニモ・スリータ『アラゴン王国年代記』（1580）第 4巻第 47章）

4）　Zurita, Jerónimo (2003: sin paginación).
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アルフォンソ 10世は自国で使われている俗語の質と権威を高めて王国の一体性を担保する

役割を与えることを意図し，俗語の散文で説話・法律・歴史・科学（天文学や貴金属）・遊戯

などの様々な分野の文献を編纂させた。アルフォンソ 10世が方針を示し，編纂は専門家たち

が担ったと推測される。アルフォンソ 10世の編纂への参画については『大世界史』（General 

estoria, 1270編纂開始）で次のように述べられている 5）。

王が本をつくるというのは，彼が自らの手で書くということではない。そうではなくて，

書物の内容を考え，それを修正し，判断し，正して，どのように成されるべきかの方法を

示すという意味であって，彼は書くのではなく命じるのである。しかし，この意味におい

て王は本をつくると我らは称するのである。

この文芸促進策には素地がある。まず，12世紀を中心にトレドなどで行われたイスラーム

圏からもたらされた文献の翻訳活動である。また，父フェルナンド 3世が学者や詩人と共に宮

廷で学問や詩に関する議論を習慣化したことも挙げられる。このような環境のもとアルフォン

ソ 10世は，当時のイベリアの俗語のうち詩の言語としてもっとも洗練されていたガリシア＝

ポルトガル語で CSMを編纂し，自らの作品もつくった。

ガリシア＝ポルトガル語はイベリア北西部の話しことばで，ここにはカタルーニャと並んで

プロヴァンス派の影響がイベリアではもっとも強く及び，12世紀後半から 14世紀半ば頃まで，

音楽を伴って朗唱されたり歌われたりする cantigaと呼ばれる叙情詩が宮廷で盛んにつくられ

た。12世紀にポルトガル伯領がレオン王からの独立承認を得たあと宮廷で詩作が盛んになる

のに伴って詩の言語として洗練され，ガリシア＝ポルトガル語による詩作は日常言語として使

われていた範囲を超えて広がった。アルフォンソ 10世は幼少の一時期をガリシア地方オウレ

ンセの街マセーダで過ごしてガリシア＝ポルトガル語に親しんだ。アルフォンソ 10世作とさ

れる「世俗古謡」36の最終第 4連には「美味いブドウ酒ならばオウレンセ産を飲むのと同様

に／ジョアン師には全能の神を讃える美しい調べを聴かせてもらいたいものだ」というオウレ

ンセへの言及がある 6）。

ガリシア＝ポルトガル語やオック語の詩歌を伝え歩く詩人たちがカスティーリャ宮廷や軍事

遠征先に足を運んだこともあってカスティーリャの王侯貴族は詩に親しんだ。カスティーリャ

宮廷を訪れた詩人たちは互いに交流し王たちに詩を捧げた。このような環境のもとでアルフォ

ンソ 10世自身が自ら「世俗古謡」を作ったであろうことは，写本に作者として記されている

こと，また，詩人たちに自ら書簡を書いたことなどから推測される 7）。また，アルフォンソ

5）　Alfonso X (2001: 393).

6）　Alfonso X (2010: 124n), Martínez (2003: 28-29). なお「ジョアン師（meestre Joan）」はある詩人の名
前で，詩全体は典礼儀式のパロディである。
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10世が編纂させた法令集『七部法典』（Las Siete Partidas, 1256-65）第 2部第 21条第 4項は，

詩歌について次のように述べている 8）。7）8）

王が苦労や悩みを抱えている時には，歌や演奏を聞いたり，チェスや盤上ゲームなどをし

たりするのが良い。歴史書や物語，音楽や遊戯に関する本にも同じことが言える。これら

から人は歓喜と愉悦を受け取るからである。

晩年のアルフォンソ 10世は，王位継承をめぐって次男サンチョと対立するなどの逆境に見

舞われてセビーリャに逃れ，そこで生涯を終えた。CSMは窮地に陥ったアルフォンソ 10世が

つくらせた最後の作品の一つであった。

アルフォンソ 10世の宮廷が詩作という風雅を実践したのはさらなる祖先からの継承でもあ

った。アルフォンソ 10世の父方の高祖母は，詩人のトルバドゥールを庇護して洗練された宮

廷文化をフランスとイングランドに広めたアリエノール・ダキテーヌ（1122-1204）で，カス

ティーリャ王アルフォンソ 8世（在 1158-1214）に嫁いだ娘エレノア（1162-1214）がアルフ

ォンソ 10世の曾祖母になった。一方，アルフォンソ 10世の母シュヴァーベン（またはフォ

ン・ホーエンシュタウフェン）家のベアトリス（1203-1235）は父の神聖ローマ皇帝フィリッ

プ（在 1198-1208）を亡くした後，従兄のシチリア王フェデリコ 2世（在 1198-1250，ローマ

王および神聖ローマ皇帝位にも就いた）のもとで育った。ここは，プロヴァンスの詩人たちの

影響を受けて詩の言語としてのイタリア語を洗練させ後に「シチリア派」と呼ばれるようにな

る詩人たちを輩出した地である 9）。婚姻を通じてイベリアに及んだプロヴァンスとシチリアの

血脈は，アルフォンソ 10世の宮廷における詩作として結実した。これは後の 15世紀にカステ

ィーリャ宮廷を中心に盛んになった詩歌集編纂へつながった。アルフォンソ 10世の宮廷で醸

成された雅な文化は中世末期から近世にかけてのカスティーリャでさらに大きく開花したので

ある。

2.　ガリシア＝ポルトガル語の詩歌

上述したように，ガリシア＝ポルトガル語はイベリア北西部の話しことばで，12世紀に入

ると隣接するレオン地方のことばから分離しはじめ，プロヴァンス詩の影響を受けて 12世紀

末から詩の言語として洗練された。この詩は cantigaと呼ばれ，本来は他のロマンス語で詩歌

7）　Alvar (1998: 3-4), Hilty (2002: 214-15), Machado (2000: 48), Paredes (2010: 9-10).

8）　『七部法典』からの引用に際しては，1555年のGregorio López版（1989年のファクシミリ版）を用い，
原典のフォリオ番号は注では示さない。

9）　Alvar (2020: 138-39).
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を意味する cantar, cançó, chanson, canzone, canciónなどと同じく一般名詞であるが，中世の

cantigaは，12世紀末から 14世紀半ばにかけてのポルトガル，ガリシア，レオン，カスティ

ーリャにおいて，まずは民衆の間で，後に宮廷を中心につくられた叙情詩で，初期ポルトガル

文学の中核を成した。

ガリシア＝ポルトガル語による詩作が定着し広がった背景の一つにポルトガル宮廷文化の成

熟がある。ポルトガル王国の源はレオン王に従属していたポルトゥカーレ（ポルトカレンセ）

伯領である。これを獲得したブルゴーニュ公家のエンリケ（1066-1112）は，独立を志向した

が果たせないままに没した。後継をめぐる内紛の後に統治を開始した息子のアフォンソ・エン

リケス（1109-1185）は 1139年にレオンからの独立を宣言して 1143年に承認された。独立王

国ポルトガルでは 1178年にアルコバサ修道院が創立されて修道院文化の中心となり宮廷にお

ける詩作も始まった。こうした初期ポルトガル文化を担ったのはポルトガル社会の指導者層で，

ポルトガル王の中で特に詩作に親しんだのは，サンショ 1世（在 1185-1211）とディニス（在

1279-1325）である。ポルトガルのレコンキスタがイベリア南端に達した後で即位したディニ

スは，コインブラ大学の前身となるストゥディウム・ゲネラーレをリスボンに創設したり公文

書におけるポルトガル語使用を標準化したりするなど，一世代前のアルフォンソ 10世に類似

する政策をとった。

このような歴史を背景として生まれた cantigaのうち現在までに発見されている最古のもの

の成立時期は 1189年だと推測されるが，cantiga自体の起源はより古い。基本的に 1行 10音

節前後の詩句 6，7行で 1連が構成され，全体は 3，4連から成る。テーマは，B写本（後述）

冒頭に付された作詩術（通称 Arte de trovar）10）に従い，主に次の 3つに分類される。

1. 　女性から男性への愛をうたう cantiga de amigo。プロヴァンス派には存在しないテーマ

で，ガリシア＝ポルトガル起源だと推測される。

2. 　「至純の愛」観念に基づき，男性から女性（特に身分の高い既婚女性）へのかなえられ

ない愛の悲しみをうたう cantiga de amor。プロヴァンス派トゥルバドールの影響で生じ

た。

3. 　揶揄・悪口・社会風刺の詩である cantiga de escarnho e maldizer。

この他にも対話体の詩，哀悼歌，「ブルターニュもの」，牧人歌などがある。主要テーマのう

ち先行したのはガリシア＝ポルトガルの民衆起源でジョングルールが歌い伝えた cantigas de 

amigoで，ここにプロヴァンス派の影響を受けた cantigas de amorが続いて生じたと推測され

ている。残る cantiga de escarnho e maldizerは現存する作品全体の 4分の 1を占める。総計約

10）　Dias (1993: 146-51).



22

1680の cantigaと 153人のトルバドゥールの名が，13世紀末から編纂された下記 3つの詩歌

集（cancioneiro）によって伝わっている。

A写本：Cancioneiro de Ajuda（リスボン，アジュダ図書館蔵）

 未完，制作時期は 13世紀末～ 14世紀初頭でディニスまたはアルフォンソ 10世の宮廷で制

作されたと推測されている。獣皮紙製で 310篇を収め，大部分は cantiga de amor。

B写本：Cancioneiro Colocci-Brancuti（コロッチ＝ブランクッティ写本）または Cancioneiro 

da Biblioteca Nacional（リスボン国立図書館写本）

 1525から 26年にかけてイタリアの人文主義者アンジェロ・コロッチ（1467-1549）が編纂

させ，現在はポルトガル国立図書館所蔵。紙製でオック語やカスティーリャ語によるものも

含め約 1700篇を収める。上述の Arte de trovar（作詩術）が付されている。

V写本：Cancioneiro da Vaticana（バチカン教皇庁図書館蔵）

 B写本と同時期にコロッチが編纂させ，約 1200篇を収める。

fol. 101r
上部に「レオン王アルフォンソ陛下」との書き

込み

fol. 103r
右下方に「カスティーリャおよびレオン王アル

フォンソ陛下」との書き込み

B 写本：Cancioneiro da Biblioteca Nacional (Lisboa), MSS cod-10991
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3.　アルフォンソ 10 世の「世俗古謡」

アルフォンソ 10世作とされる「世俗古謡」は主に B写本に収められた 44篇である。V写

本にはこれらの一部が収められている。44篇中 39篇は cantigas de escarnho e maldizer，4篇

が cantigas de amor，cantiga de amigoが 1篇である。15番（cantiga de amor）だけはカステ

ィーリャ語でつくられている。アルフォンソ 10世の「世俗古謡」は他の cantigaとともに，

19世紀後半以来刊行されたガリシア＝ポルトガル語 cantiga集の近代的な版 11）に収められてき

たが，アルフォンソ 10世の作品のみをまとめて CSMと本格的に関連づけて論じようとする

試みが Juan Paredesによって始まったのは 1980-90年代である。Paredesは，アルフォンソ

10世の名が冠された「世俗古謡」の作者は王自身で，最古のものが書かれたのは 1237-43年，

その後 1270年代に至るまで書き継がれたと推測している 12）。

ガリシア＝ポルトガル語による詩歌は，使用言語が散文作品とは異なることに加えて，アル

フォンソ 10世の個人的作品である性格が強いことでも，関連作品群の中で際立っている。

CSMの 400を超える詩篇はもちろんすべてがアルフォンソ 10世作ではないが，CSMに付さ

れた 2つの序のうちの B序文でアルフォンソ 10世は，聖母を自らの貴婦人に，そして自らを

貴婦人への愛を捧げる詩人（トルバドゥール）だと見なし，プロヴァンスの詩人たちから伝え

られた至純の愛の観念に基づいて次のように述べる 13）。

詩作には分別が必要で，詩人には分別と知性が必要である。知恵をもたらしてくれる神の

恵みによって，聖母を讃えることが私にもできるのではないか。私の望みは，聖母のトル

バドゥールとなり聖母が私の詩を受け取ってくださること。他の貴婦人のための詩作はや

め，そのために彼女からの愛を失ってもすべては取り戻せる。貴婦人への愛によって価値

が増すのは，それを抱く者だから，いったん得られた愛は失われることはない。

また，アルフォンソ 10世自身の作とされる CSM 209番には，400余りの詩篇中でもその心

理や感情がもっとも率直に反映されている。ある時イベリア北東部のビトリアでアルフォンソ

10世は病に陥って命も危ぶまれる状態となった。王は枕元に CSMを持ってくるよう命じ，医

師の治療よりも効果的な聖母の力で王は快復した 14）。アルフォンソ10世が実際にビトリアに滞

在したのは，晩年に近く反対派貴族の反乱が起きて間もない 1276年から 77年にかけてである。

11）　Paredes (2010: 40).

12）　Paredes (2010: 27-30).

13）　ここでは，菊地（2020: 30-33）の完訳をもとに要旨をまとめた。
14）　菊地（2020: 164-71）。
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Snowによれば，CSMはアルフォンソ 10世の治世初期および晩年の 2つの時期に編纂され，

人生の全般にわたって CSMは王の念頭にあった。CSMの詩篇の主題を 100ずつにわけて分析

すると，最初の 100篇はキリスト教ヨーロッパに共通して流布していた奇跡譚が多いが，徐々

にイベリアを舞台にし自らの治世の重要事を扱ったものや，自らの心情を述べた詩篇が増えて

いく。具体的には，自らの健康状態の悪化，イスラームの攻撃や反乱の増加，貴族の不服従の

深刻化，特に次男サンチョを支持する貴族の反乱が，CSMの詩篇のテーマ選択に影響を及ぼ

している 15）。

CSM, 209 番 BNCF（フィレンツェ国立図書館）
MSS. Banco Rari 20, fol.119v.

この傾向は「世俗古謡」にも観察できる。例えば，揶揄・悪口・社会風刺の cantiga de 

escarnho e maldizerである 44番は次のようなものだ。

1. ご主人さま，一つうかがいたく存じます

　　ぜひお答え下さいませ

　　なぜごちそうを召し上がりにいらしたのですか

　　あなた様の地位にある人がかつて食べたことのないものを

　　これはどういうことでございますか

　　跡継ぎのご子息さまたちはご不満でございます

15）　Snow (2016-17: 82-84).
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2. パイ・ゴメスよ，そなたに答えよう

　　そなたに真実を知らしめるためにな

　　ここには，征服を行い領土を獲得する

　　大きな力を持った王たちがいたのだ

　　しかし，ごちそうを与えられても

　　（征服欲より大きな）食欲を持つ王はいなかった

3. ご主人さま，私はそれを否定しません

　　美味しくお召し上がりくださいませ　それが大いなる道理でございます

　　しかし，ご子息さまたちはレオンの都市法が

　　遵守されることをお望みでございましょう

　　というのは，それをめぐってあなた様と対立し

　　より酷い一年を送るのではないかと恐れておられます

4. パイ・ゴメスよ，神が我をお赦しになるように

　　私は長い間カリオンに行っていない

　　モンソンでも私には私のごちそうを出してもらえなかった

　　そして美食の罪が私にあるのではない

　　というのは，ごちそうは私に贈り物としてもたらされるのだ

　　私は美味なごちそうには食指が動くからな

王と対話を交わすパイ・ゴメスは，おそらくガリシア貴族で 1248年のセビーリャ再征服に

参戦するなどしてカスティーリャ政治にも参画し，アルフォンソ 10世の死後はサンチョ 4世

（在 1284-95）からガリシア総督に任命され，詩人としても名を残した Pai Gomes Charinho

（1225c.-95）であろう 16）。当時カスティーリャの都市や町には，王や領主が集落を通過する際

に食料や金を提供する義務が課されており，詩で王が饗応を受けられなかったと語っているの

はこれを指しているのであろう。レオンはこの義務を免れた都市で 17），レオンの都市法への言

及は，カスティーリャ王国全体を律する法を編纂させ，地域毎に存在する都市法より上位に置

くことで国の法的統一を図ろうとしたアルフォンソ10世の政治理念を想起させる。王とパイ・

ゴメスのやり取りから読み取れる王太子やいくつかの都市が示す王への反意は，実際にアルフ

ォンソ 10世に対し次男サンチョが起こした謀反の反映だろう。上の詩では王が政敵を揶揄し

16）　Machado (2000: 49 y 64).

17）　Alfonso X (2010: 148n).
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ているが，一般的に詩歌が政敵批判の媒体だったことは『七部法典』第 7部第 9条第 3項から

推測できる 18）。

人びとは，言辞によってのみならず，貶めたい人びとについて詩歌（cantigas o rimos）

や悪口を作って書き記すことによっても，互いに誹謗し名誉を汚す。こうしたことを人び

とは，時には公然と時には密かに行って，これらの悪口を記した物を有力者の家々や教会，

都市や村の広場に投げ込む。そして，こうした行為によって我らの間では，対象となった

者が大いなる不名誉を被るという次第になる。また，このような大いなる無礼をはたらく

者たちは王に対しても不正を行うのだ。

さて，cantiga de escarnho e maldizerには深刻な政情を反映したものもあれば，次の 3番の

ような卑俗なものもある。

1. 私は馬に乗ったサンチャ・アネスに遭遇して

　　いいことを彼女に言ってやった

　　だって，彼女よりひどい体つきの女性を見たことがない

　　そして彼女はイタチだと言ってやりたくなったのさ

　　　　私は彼女がある村で馬に乗って行くのを見て

　　　　彼女はイタチだと言ってやりたくなったのさ

2. 私は彼女が従士と共に馬に乗るのを見たが

　　彼より上手に馬に乗る騎士はいなかっただろう

　　私は十字を切って言った「藁置き場は大きかったさ

　　そんなに大きなイタチが置かれたんだから」

　　　　私は彼女がある村を馬に乗って行くのを見て

　　　　彼女はイタチだと言ってやりたくなったのさ

3. 私は彼女が馬に乗って道を行くのを見た

　　とてもいい身なりでラバに乗っていた

　　そして私は言った「ああ，ソドムの婆さん，

　　今は私にはイタチに見えるよ！」

　　　　私は彼女がある村を馬に乗って行くのを見て

　　　　彼女はイタチだと言ってやりたくなったのさ

18）　Alvar (1998: 8).
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表面的には，容姿のすぐれない分限者の女性に対する単純素朴な揶揄である。しかし，

Alvarが指摘するように，ここには性にまつわるメタファーが多用されている。サンチャ・ア

ネスが喩えられたイタチには，口で受胎し耳で出産できると特殊な繁殖能力の持ち主（つまり

メス）だというイメージが与えられていた。そして，彼女がどんな騎士よりも「上手に馬に乗

る従士と共に馬に乗る」というのは性行為を暗示し，その行為が行われたのはサンチャ・アネ

スのような「大きなイタチが置かれ」るほど大きな藁置き場である 19）。そのため最終連でサン

チャ・アネスは「ソドムの婆さん」と呼ばれるのである。

これとは対照的に可憐で素朴なのは 1番の cantiga de amigoである。アルフォンソ 10世の

作であることを否定する研究者もいるが 20），遠くにいる恋人を焦がれる女性の懊悩が清々しく

表現された詩である。

1. ああ，苦しい私，遠くにいる彼の人を思い

　　私は大きな苦悩の中に生きている！

　　私を守りに来るのに彼は時間がかかってしまうわ！

2. ああ，苦しい私，ここに来るには時間がかかってしまって会えない彼の人を思い

　　私は大きな望みの中に生きている！

　　私を守りに来るのに彼は時間がかかってしまうわ！

4.　政治のことば（散文）と詩のことば（韻文），CSMと「世俗古謡」

以上のように，アルフォンソ 10世が散文で編纂させたのが国策に直結した諸ジャンルの書

物だったとすれば，韻文作品は王の公私にわたる事情を反映している。そして，「世俗古謡」

はほとんどすべてがガリシア＝ポルトガル語でつくられ，B写本冒頭の Arte de trovar中に分

類される範疇におさまるテーマのものであるが，CSMは本質的には至純の愛の観念に基づい

て聖母を讃える宗教叙情詩である。

さて，ともにガリシア＝ポルトガル語による詩歌である「世俗古謡」と CSMは今日の文学

研究ではどのような系譜に位置づけられているのだろうか。まず，カスティーリャ文学史では，

散文作品について膨大な紙幅が割かれるのとは対照的にガリシア＝ポルトガル語の韻文は含ま

れない。ガリシア文学史とポルトガル文学史では 2作品ともに詳しく論じられるが，「世俗古

謡」が他の cantigasと区別されず論じられるのに対し，CSMは宗教詩と見なされ別扱いされ

ている。

19）　Alvar (1998: 10).

20）　Alfonso X (2010: 171n).
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しかし，ここで，近代的言語分類や Arte de trovarによる類別ではなく，アルフォンソ 10世

の意識の中でガリシア＝ポルトガル語による詩歌がどのような位置を占めていたか，具体的に

は「世俗古謡」と CSMは峻別されていたのかを考えてみたい。CSMおよび「世俗古謡」の

Cátedra版選集を編んだMontoyaは，CSMに集められた詩歌について，これらに cantigaとい

う名称を与えたのは，エル・エスコリアル写本を製本した蔵書掛であり，CSMはテーマから

も詩型からもcantigaではないと述べた 21）。確かにCSMの詩歌はArte de trovarに定められた類

型にはあてはまらないが，CSM写本の中にこれらは cantigaだという自己言及がある。例えば，

本稿第 3章で言及した B序文と 209番である。13世紀末制作のエル・エスコリアル王立修道

院図書館写本（MSS. J.B.2）の B序文には，これが「cantigasの序文」だと大文字で記されて

いる。同じ写本の 209番でも，病に伏せったアルフォンソ王が「聖母マリアの cantigasの本」

を持ってこさせたと記されている（fol. 193r: “Como el rey don Affonso de Castella ..., e poseron-

lle de suso o livro das cantigas de Santa Maria, e foi guarido”）。エル・エスコリアル写本と同じ

13世紀制作のフィレンツェ国立図書館蔵の写本（MSS. Banco Rari 20）でも，209番では「王

は聖母マリアについて自分がつくった cantigasの本を持ってくるよう命じた」（fol.119v: E el 

rey mandou q’lle trouessen o livro das cantigas que el fez de Santa Maria）と挿画中に書き込ま

れている。これらの CSM中の自己言及からは，アルフォンソ 10世は cantigasを Arte de 

trovarの定義に則るものに限定せず，ガリシア＝ポルトガル語による詩歌という広い意味で捉

えていたのではないかと推測される。

CSM, B 序文　EE（エル・エスコリアル王立修
道院図書館）MSS. J.B.2, fol.1v.

CSM, 209 番　EE（エル・エスコリアル王立
修道院図書館）MSS. J.B.2, fol.193r.

21）　Montoya (2008: 20).
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それを裏付けるのは CSMと「世俗古謡」に共通する至純の愛の観念である。第 2章で述べ

たように，Arte de trovarが cantiga de amorだと定義している詩歌は，至純の愛の観念に基づき，

男性から女性（特に身分の高い既婚女性）へのかなえられない愛の悲しみをうたうものである。

アルフォンソ 10世の「世俗古謡」中 cantiga de amorに分類されるものは 4篇あり（12番，

13番，14番，15番），そのうち 15番はカスティーリャ語でつくられた唯一の「世俗古謡」で，

断片しか残っていないがその内容は，苦悩を感じて孤独に陥った「私」が貴婦人に慈悲を乞う

というものである 22）。他の 12～ 14番も 15番と同様に，愛を捧げる女性と遠く離れている

「私」がその悲しみをうたう。ガリシア＝ポルトガルの cantigas全体の中でプロヴァンス詩の

影響が集中しているのはアルフォンソ 10世の cantiga de amorだと指摘する研究者もいる 23）。

他方，Fidalgo Franciscoは，cantigaの際立つ性格は愛と風刺で，cantigaがプロヴァンス詩と

カスティーリャ宮廷で実践された施策を伝播する鎖だと述べている 24）。

愛という主題に次いで検討が必要なのは言語の問題である。アルフォンソ 10世は，ガリシ

ア＝ポルトガル語とカスティーリャ語で詩作したのみならずプロヴァンス語の使い手で，詩人

たちとプロヴァンス語による書簡を交わした 25）。アルフォンソ10世が韻文作品にはガリシア＝

ポルトガル語をつかったことを Hiltyは，古代ギリシアにおいて叙事詩はホメーロスによって

創造されたイオニアの形式で編まれる一方で，アッティカ悲劇のコロスはドーリス方言と結び

ついていたのと同様の「文学的現象」だと述べている 26）。古代ギリシアの人びとが形式や主題

の異なる文芸のそれぞれにもっともふさわしく成熟したことばを使い分けていたという現象と

比較しつつ Hiltyが強調したのは，アルフォンソ 10世の宮廷における多言語使用の状況であ

った。そして Hiltyの指摘から促されるのは，「カスティーリャ語散文の創造者」たるアルフ

ォンソ 10世にとっての「カスティーリャ語」とは何だったかという問題である。

『第八天球の書』（Libro de la ochava esphera, 1255-56）の編纂にあたってアルフォンソ 10世

は次のように述べた 27）。

余分であったり重複していると思うことばや，また正しいカスティリア語
（ママ）
ではないと考え

ることばを取り除き，適切と思う別のことばを入れた。そしてことば遣いに関しては，彼

22）　Gómez Redondo (2024: 65-66), Alfonso X (2010: 79n). 15番は「貴女を見た日から私の両眼には河の
ような涙が流れ」，「貴女ゆえに私は，きょうだいたち，いとこたち，おじ・おばを失った」といった
大仰な比喩が使われているところから，パロディの趣があるとも指摘されている。Gómez Redondoは，
この滑稽が，この詩のみがカスティーリャ語でつくられた理由ではないかと推測している。

23）　Paredes (2010: 10), p. 10.

24）　Fidalgo Francisco (2020: 185).

25）　Alvar & Gómez Redondo et alii (2002: 2), Paredes, (2010: 10).

26）　Hilty (2002: 214).

27）　Lapesa (1986: 240-41)，中岡・三好訳（2004: 246）．
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自らがそれを正した。

アルフォンソ 10世自身による矯正の例として Lapesaは，外国語風の語尾脱落を王は認めな

かったと指摘し，「正しいカスティーリャ語」とはブルゴスのことばにトレドやレオンの語法

を取り入れたもので，トレドのことばが王国の言語的均一化の判例となったと述べた 28）。

Lapesaの影響は大きく，トレドのことばがアルフォンソ 10世によって規範として選ばれ文学

的言語の範疇に入ったという解釈は伝統として定着した。他方，これがアルフォンソ 10世よ

り後の時代につくられた歴史的根拠を欠く主張だと 1978年に指摘した González Olléをはじめ，

「正しいカスティーリャ語」言説への批判的検討もなされてきた 29）。これと並行して，1985年

のCano Aguilarの論考 30）をはじめとして「正しいカスティーリャ語」が指示するものを詳細に

分析し，ブルゴスやトレドのことばの規範化ではないと主張する研究も継続的に出されてい

る 31）。アルフォンソ10世の宮廷にはカスティーリャ語を母語としない者も多数行き交っており，

アルフォンソ 10世が「カスティーリャ語でつくる」と謳う文献のことばには，トレドやブル

ゴス以外の地域の特性もしばしば観察され，また，アルフォンソ 10世の時代には「カスティ

ーリャ語」という呼称は一般的ではなかった 32）。Cano Aguilarや Niedereheによれば，アルフ

ォンソ 10世が「正しいカスティーリャ語」または「カスティーリャ語」などと言う時，これ

らが意味していたのはカスティーリャ伯領を起源として拡大しブルゴスやトレドを擁する王国

になったカスティーリャのことばに限定されたものではなく，特にアラビア語に対してイベリ

アの俗語全体を，これらを峻別することなく指し，文の正確な構造，表現の明瞭さ，不要な反

復を除去した合理性などに基づいて成立している，使い手たちの間でその意思を十全に表現し

伝達することが可能なテクストを意味していた 33）。

アルフォンソ 10世が，俗語散文で科学・歴史・法律などの書物を編纂させ，俗語を政治 ･

行政のことばとして定着させようとした政治的意図は明らかだ。領土を拡大したカスティーリ

ャでは，政治的共同体への帰属意識やその歴史性がより明確に創出・形成され始め，その負荷

を散文が担った。とはいえ，ここに明確なナショナリズムの発現を読み取ろうとしたり，「正

しいカスティーリャ語」を後にスペイン語と呼ばれるようになる言語の源だと限定的に解釈し

28）　Lapesa (1986: 240-42)，中岡・三好訳（2004: 245-47）．
29）　Hilty (2002: 211-12), Niederehe (2008: 16-17).

30）　Cano Aguilar (1985: 287-306).

31）　例えば，Hilty（2002）やNiederehe（2008）。
32）　例えば，13世紀第二四半世紀にリオハ地方でつくられた『シロスの聖ドミニクス伝』で作者ゴン
ザロ・デ・ベルセオ（1196c.-1260c.）は自分のことばを“román paladino”（わかりやすいロマンス語）
と呼んでいる（Berceo［1972: 59］）。

33）　Hilty (2002: 210-11), Niederehe (2008: 16-19). 
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たりしたのは，むしろ人文主義・ルネサンス以降の人びとの政治的意図であろう 34）。

5.　結び

本稿では，「世俗古謡」を CSMと関連させてアルフォンソ 10世の作品群の中に位置づけよ

うとする試みから出発し，アルフォンソ 10世がどのような意図で俗語散文と韻文の作品を編

纂させたかについて考察した。また，アルフォンソ 10世が「カスティーリャ語」と呼ぶこと

ばは何だったかについて述べた。詩の言語たるガリシア＝ポルトガル語は当時のイベリアにお

いて地理や政治の境界線を超えた共通言語だった。そして，カスティーリャ王国の各地で使わ

れていた俗語のそれぞれには固有の特徴があったが，そのうちの一つのみが規範と見なされて

はいなかったであろうと思われる。アルフォンソ 10世の宮廷は，プロヴァンス語やガリシア

＝ポルトガル語も含むさまざまな俗語の使い手が行き交う，言語的に多様な場であった。

これらの考察を通じて言えるのは，中世の俗語テクストを検討する際には，それが書かれた

ことばが他のことばと緩やかにつながっていることに意識を向けることが重要だということで

ある。当時の文化の諸相や様態や文学的現象をより良く理解するためには，言語や文化の明確

な境界を意識しないよう方向に感覚を向け，その感覚を保ちつつテクストと向かい合うことが

必要である。
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